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国
　
の
　
動
　
向
　

　
第
２
０
８
回
通
常
国
会
の
施
政
方

針
演
説
に
お
い
て
、
岸
田
文
雄
内
閣

総
理
大
臣
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、

新
し
い
資
本
主
義
、
気
候
変
動
問
題

へ
の
対
応
、
全
て
の
人
が
生
き
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
社
会
へ
、
地
域
活
性

化
、
災
害
対
策
、
外
交
・
安
全
保
障

お
よ
び
憲
法
改
正
の
８
つ
の
柱
で
政

策
を
推
進
す
る
と
し
、
特
に
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
、
こ
ど
も

家
庭
庁
の
創
設
、
農
林
水
産
業
の
成

長
産
業
化
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

観
光
産
業
の
高
付
加
価
値
化
お
よ
び

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
強
化

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
市
の
施
策
の
概
要
　

　
本
市
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
は
も
と

よ
り
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
経

費
、
公
共
施
設
の
維
持
費
な
ど
の
増

加
に
よ
り
、
な
お
一
層
の
健
全
な
行

財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、

本
市
の
令
和
４
年
度
の
主
要
施
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
行
政
課
題

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、

選
択
と
集
中
に
よ
り
以
下
の
施
策
を

は
じ
め
各
般
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　本年度の主な施策の概要は、以下のとおりです。当初予算の詳細については、広報薩摩川内 5月号で
お知らせいたします。

令和４年度の主な施策概要

❷　新型コロナウイルス
　　感染症対策

　❶　総合戦略の展開
　

❸　医療・社会福祉の充実　

❺　デジタル社会の構築　

❹　ＳＤＧｓ・カーボン
　　ニュートラルの取り組み

❻　市民の安全安心の取り組 み
　　 や社会基盤の整備

　〇移住・定住、関係人口創出の促進事業を実施
　〇子育て世帯の生活支援や待機児童解消の取り
　　組みを実施
　〇市内企業への就職促進事業を実施

　〇ＳＤＧｓ理解促進事業を実施
　〇地球温暖化対策実行計画策定事業を実施

　〇ワクチン接種体制の確保および接種の円滑な
　　推進
　〇感染症により影響を受けた事業者の支援や経
　　済回復の事業を実施　
　〇学校支援員の配置などによる感染防止対策を
　　実施　

　〇行政手続きのオンライン化に向けた取り組み
　　を実施
　〇デジタルデバイト対策として高齢者スマホ教
　　室の実施

　〇集中豪雨などによる浸水被害などを軽減する
　　ための取り組みを実施
　〇川内港の港湾機能の拡充に向けた取り組みを
　　実施

　〇医療従事者などの確保や甑島診療所再編に向
　　けた調査事業を実施
　〇手話言語などコミュニケーション手段の普及
　　・利用促進に向けた取り組みを実施
　〇ヤングケアラーの実態調査・啓発を実施

令和４年第２回薩摩川内市議会定例会

　令和 4年２月 21日開会の第２回市議会定例会において、田中良二
市長が述べた市政に関する考え方や方針の概要を一部紹介します。な
お、全文は市ホームぺージ上でも紹介しています。（※記載内容は、
一部令和４年２月 21日時点の内容となります）

施政方針の概要
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ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

薩
摩
川
内
市
の
中
期
的
展
望

　
２
月
14
日
に
、「
令
和
４
年
度
こ

そ
コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
」と
の
強
い
意

思
表
明
と
同
時
に
、
令
和
４
年
度
の

当
初
予
算
編
成
に
お
け
る
市
長
戦
略

方
針
と
し
て
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
薩
摩
川
内
市
の
中
期
的

展
望
」を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
中
期
的
展
望
は
、
お
お
む
ね
令
和

10
年
４
月
を
目
途
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
構
築
の
理
念
の
下
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な

が
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

て
、
新
た
に
、
さ
ら
に
大
き
な「
人

流
」、「
物
流
」、「
経
済
好
循
環
」を

創
り
出
す
た
め
に
、「
５
つ
の
未
来

創
生
」の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　「
５
つ
の
未
来
創
生
」の
中
で
も
、

最
大
の
テ
ー
マ
は
、
４
月
か
ら
の
新

組
織
体
制
の
下
で
の「
新
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
」で
あ
り
ま
す
。
48
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
本
市
の
持

続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
た
め
、
第

３
次
薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
の
策
定

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
地
区
振
興
計

画
改
訂
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、「
循
環
経
済
・
産
業
拠

点
の
創
出
～
川
内
港
臨
海
ゾ
ー
ン
整

備
」、「
雇
用
の
創
出
」、「
交
流
の
創

出
」お
よ
び「
甑
島
医
療
体
制
の
整

備
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

川
内
港
臨
海
ゾ
ー
ン
の
整
備

　
個
別
の
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
、
川
内（
火
力
）発
電
所
跡
地
の
活

用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
、
本
市
と
九

州
電
力
株
式
会
社
は「
川
内
発
電
所

の
跡
地
活
用
に
関
す
る
基
本
協
定
」

を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
１
月
17
日
に
は
、
重
要

港
湾
川
内
港
が
、
公
益
社
団
法
人
日

本
港
湾
協
会
主
催
の「
ポ
ー
ト
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
２
１
」に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
同
賞
は
、
わ
が
国

の
港
湾
・
臨
海
部
の
活
性
化
に
寄
与

し
、「
み
な
と
の
元
気
」を
高
め
た
港

湾
に
贈
ら
れ
る
、
大
変
名
誉
あ
る
賞

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
川
内
港
の

利
活
用
や
整
備
促
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
歴
代
市
長
、
市
議
会
の
皆
さ
ま
に

お
い
て
も
、
川
内
港
の
振
興
を
市
勢

発
展
の
要
と
位
置
付
け
、
並
々
な
ら

ぬ
覚
悟
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
川
内
港
臨
海
ゾ
ー
ン

へ
の
循
環
経
済
・
産
業
拠
点
の
創
出

に
向
け
、
国
・
県
・
市
、
民
間
企
業

お
よ
び
各
種
団
体
と
の
連
携
の
下
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

予
　
算
　
の
　
大
　
綱

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
に
お
い

て
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
薩
摩
川
内
市
の
中
期
的
展
望
を
踏

ま
え
、
第
２
次
総
合
計
画
や
未
来
創

生
10
ビ
ジ
ョ
ン（
※
）の
実
現
、
総
合

戦
略
の
推
進
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
、
薩
摩
川
内
市

未
来
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
の
趣
旨
な
ど
に
留

意
し
つ
つ
、「
健
全
で
持
続
可
能
な

未
来
創
生
予
算
」を
編
成
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初

予
算
の
規
模
は
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
、
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

５
３
４
億
７
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
温
泉
給
湯
事
業
な
ど
９
つ
の

特
別
会
計
は
、
合
計
で
２
６
３
億
７

１
５
０
万
円
と
な
っ
た
他
、
水
道
事

業
な
ど
３
つ
の
公
営
企
業
会
計
は
、

合
計
で
53
億
４
２
９
３
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

む
　
す
　
び

　
最
後
に
、
本
年
度
も
各
種
施
策
を

展
開
・
推
進
す
る
に
当
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

未来創生10ビジョンとは…

　おおむね令和 10年 4月を目途に、実現を目指す田中良二
市長の戦略方針です。

　田中良二市長の公約であり、第２次薩摩川内市総合計画を踏まえつつ、「未来創造」と「地方創生」
の 2つを柱として本市の未来への発展と各地域の均衡ある発展を目指します。

５－１　新ビジョンの策定
　・第 3次総合計画策定
　・48地区コミュニティの地区振興計画改訂
５－２　循環経済・産業拠点の創出～
　　　　川内港臨海ゾーン整備
　・川内港唐浜地区国際物流ターミナルの整
　　備・供用
　・川内（火力）発電所跡地の活用　など
５－３　雇用の創出
　・既存誘致企業の拡張推進
　・新規就農者育成拠点施設、閉校跡地の利
　　活用推進
５－４　交流の創出
　・全国大会の開催支援、誘致
　・旧川内市民文化ホール跡地活用施設の整
　　備促進
５－５　甑島医療体制の整備
　・甑島の診療所などの再編、整備

未来創造ビジョン
～未来への発展に向けて

❶　コロナ復興・スマートシティ
❷　産業経済
❸　文化・スポーツ・観光
❹　社会基盤
❺　定住促進・新たな国際化

地方創生ビジョン
～均衡ある発展に向けて

❶　人材の育成・活躍
❷　コミュニティ・環境
❸　健康・福祉
❹　子ども・教育
❺　市役所改革

市長戦略方針
（アフターコロナを見据えた薩摩川内市の中期的展望）とは…

（※）

5 つの未来創生


